
馨.目.
づ●

吉
祥
院
天
満
官
春

季

大

祭

の

ご

案

内

陽
春
の
候
、
貴
台
益
々
御
清
栄
の
お
ん
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
当
官
に
は
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
来
た
る
四
月
二
十
五
日

（火
）
午
前
十
時
よ
り
当
宮
恒
例
の
春
季
大
祭
を
な
ら
び
に
神
賑
行
事
を
、
そ
れ
ぞ
れ

左
記
の
通
り
執
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
御
参
拝
勢
々
御
観
覧
に
お
越
し
く
だ
さ
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。
　

敬
　
具

令

和

三

年

四

月

吉

日

吉
祥
院

天

満

宮

社

務

所

ｈ
〇
七
五
―
六
九

一
―
五
三
〇
三

”
．

六
月
一
口
午
前
六
時
ｌ
λ
時

朝
が

ゆ
　
無
料
接
待

◎

春

書
よ
け
の
お
れ

・
お
守

桑
の
葉
の
入

っ
た
お
守

同
日
　

午
後
六
時
よ
り
（約
二
〇
分
）

一只
雀
一△
バ

一
、
日

本

舞

踊

・
吉

祥

院

音

頭

奉

納
　
　
同
日
　

午
後
七
時
よ
り
（約
二
〇
分
）

ヽ
若

栄

会

社

中

一
、
ニハ
　
斎
　
奉
　
納
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
日
　

午
後
八
時
よ
り
（約
七
〇
分
）

吉
祥
院
六
斎
保
存
会

一
、
こ

ど

も

神

輿
　
四
月
二
十
二
日

（土
）
午
後

一
時
三
〇
分
神
社
出
発
―

吉
祥
院
こ
ど
も
神
輿
会
　
　
―
吉
祥
院
商
店
街
巡
行
―
吉
祥
院
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
到
着

一
、
祭
時
社
頭
提
灯
献
燈
　
　
　
　
四
月
二
十
四

・
五
・
六
日
中ち
ょ
う
ち
ん

社
殿

・
舞
台

・
境
内
各
所
に
お
よ
そ
三
〇
〇
燈

　

（お
提
灯
の
献
燈
募
集
中
）

ご
注
意
　
二
十
五
日
は
、
境
内

。
参
道
に
露
店
が
並
び
混
雑
し
ま
す
の
で
、

車
で
の
ご
参
拝
は
お
控
え
願
い
ま
す
。

状
況
に
よ
り

一
部
行
事
の
変
更

・
中
止
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

※

上
上

二
中
よ
い

ｈツ
の
特
別
祈
祷
を
執
り
行
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
十
三．
歳．

（平
成
二
十
三
年
生
れ
）
或
い
は
満
十
三
歳
（平
成
二
十
二
年
生
れ
）に

な
ら
れ
た
か
た
は
、
お
気
軽
に
お
参
り
下
さ
い
。

ご
祈
祷
の
お
か
た
に
は
お
べ
ん
き
よ
う
の
お
守
り
と
御
札

‘

吉
祥
丸
さ
ま
ス
ト
ラ
ッ
プ

ｏ
学
業
鉛
筆

・
絵
馬

・

天
神
さ
ま
マ
グ
カ
ッ
プ
な
ど
を
授
与
い
た
し
ま
す
。

Ｏ

毎

月

十

日

に

開

催

し

て

お

り

ま

す

吉

祥

院

夭

摘

宮

ガ

ラ

ク

タ

市

＾
曇

鐘

市
）
は

引

吉

続

宙

中

止

と

さ

せ

て

頂

き

ま

す

記

李
　
夫
　
祭

祭

典

執

行

か
ぐ
ら
ほ
う
の
う

　

う
ら
や
す

四

月

二

十

五

日

（火
）

同
日
　
午
前
十
時
（約
五
〇
分
）

神
楽
奉

納

（浦

安

の
舞
）

う

た

一
、
津
軽
三
味
線
の
民
謡
め
ぐ
り
　
北
か
ら
南

ヘ

ま

い

い

み

を

う

よ

除
終
ロ
縦
与

お祈り
いたしましょう

ちえと能力開発

吉 祥 院

民満 宮

天神さまマグカップ
などを受けて頂きます

京都市南区苦祥院
西大路十条西入ル北

TEL.0フ 5‐691‐5303
0JR西大路駅南へlkm
●市バス吉祥院天満富前
●駐車場あり

会
の
工
濃
奮

・
中

特
ご鵬
ざ書
い朱
ま印
す
・

吉祥丸さまストラップ・

特別祈機のお方には

学彙向上口札・●守・

ちえ・ 厄除
ご 祈 衡
いたします


